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“MPEG-7 とは、通称 MPEG(Moving Picture Experts 
Group)として知られた ISO/IEC JTC 1/SC 29/WG 11
において策定された、マルチメディア・コンテンツ
に対するメタデータの表記方法に関する国際標準
規格であり、正式名称を Multimedia Content 




化技術であり、例えば MPEG-1 はビデオ CD、
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MPEG-7 の規格は ISO/IEC JTC 1/SC 29/WG 11 で
規格化作業が行われ、順次 ISO/IECより発行された。 






























































10 分から 20 分かかるので、1 時間の映像アノテー












無くなっているが、2000 年から 2005 年ころに使用























う。実験的な使用においても、1 本 1 時間のドラマ






































































































































































































５－２．4 階層 7 項目化とした数値的根拠 
上記大項目を第１階層とし、その下に、3 階層、
それぞれ 7 項目以内の項目を選択するように、入力
データを階層化する。階層を 4 階層、項目を 7 項目
に絞った理由について以下で順を追って説明する。 
 
 図２ 4 階層 7 項目分類の例 
 
５－２－１．人間工学的に見た項目列挙形式の利点 
4 階層 7 項目化のメリットをまず、人間の認識と
いう観点から考える。 






































 自動車 － 乗用車 － 車種名 










すにあたって、PC 画面の 1 画面上で操作できるこ
とが望ましい。入力・検索にあたって画面を上下さ
せる作業は能率を大きく低下させる。そのためには、
表示項目が、通常の PC の 1 画面の縦の行数である
25 行から 30 行程度に収まることが望ましい。その
ために選択肢項目を、並べる画面設計として、4 階











































































































































1) MPEG ホームページ 
http://mpeg.chiariglione.org/ 
2) MPEG-7 規格書入手先 
http://www.itscj.ipsj.or.jp/mpeg7/ 




4) IPSJ ITSCJ プレスリリース 2001-07-06 
http://www.itscj.ipsj.or.jp/jp/mpeg7press.pdf 
5) IBM VideoAnnEx annotation tool 
http://www.research.ibm.com/VideoAnnEx/ 
6) 情 報 処 理 学 会  情 報 規 格 調 査 会 
SC29/WG11/MPEG-7 小委員会編  
http://www.itscj.ipsj.or.jp/mpeg7/ 
7) MPEG-7 を用いた映像検索の実用化／リ
コー 2008 年 
http://www.rcc.ricoh-japan.co.jp/rcc/special/0
80325-01.html 


















13) リコー社 MovieTool 
http://www.ricoh.co.jp/src/multimedia/Movie













藤木 文彦  
稚内北星学園大学紀要 (8), 7-28, 2008-03  
http://fujiki.tv/ 
17) MPEG-7 アノテーションおよび検索支援
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